
＊地震防災対策取り組みのパネル展示
と資料の配布

＊マイコンメーターの展示
＊DVD による情報提供

展 示

＊市内畑などの放射能測定グラフと、
市内堆肥の重要性についての展示

＊会の取組みの紹介

＊震災時の井戸の重要性

＊小平市内と近隣市の井戸の実態

✳小平こども劇場は、常日頃から人と
人が繋がることを大事に、活動を行
っています。その活動の様子を紹介

✳地域の子どもたちへ向けたこれから
の活動のお知らせ

✳ 昨年実施した子ども向け防災ワーク
ショップの様子等の展示

日 時 ３月 15日(土)
10：00～12：00

会 場 視聴覚室(定員 60名）
資料代 500 円

災害がおき、普段何気なく使っている水や
電気が使えなくなったらどうしますか？
それぞれに取り組む３つの団体から、どの
ように備えたら良いかをお伝えします。

1.街のなかにある水源、災害に有効な井戸

講師 NPO 法人小平井戸の会代表 金子 尚史

2.天からの恵み・災害に備えて
雨水の貯め方と使い方いろいろ

講師 SORA 工房 代表 河原 博

3. .もしも停電になったら・再生可能
エネルギー活用の勧め

講師 NPO 法人こだいらソーラー代表 都甲公子

【問合せ】kodaira.solar@gmail.com

＊コミュニティチャンネル番組
「こちら J:COM 安心安全課」放映

＊地域での防災減災の取り組み展示
＊小平市の防災行政無線をご自宅で

聴ける「防災情報サービス」紹介

企 画

＊非常時必要な情報のパネル展示

と資料の配布
＊小さな自治会でも一緒に訓練するこ

とで災害に立ち向かっていけると考
えました。一つの自治会では難しい
事も一緒に行うことで、大きなワク
ワク、ドキドキが得られることに気
づきました。このつながりを拠り所
として、地道な訓練を積んでいこう
と思っています。

＊当町会の防災の取り組みとして、そ
の一年の活動をスナップ写真で紹介
します。町会活動は、防災・減災に
大切な人と人とがつながることを親
睦と福祉を通じてより確かなものに
するための日々の取り組みです。

日 時 ３月１6 日（日）
10：30～12：00

会 場 視聴覚室 （入場無料）

ワーカーズコープが中村医師の生き方、働
き方に共鳴し、21年の歳月をかけて中村医
師の活動の記録を、日本電波ニュースに依
頼し、働くことと仕事観に焦点を当てて作
られた作品。ウクライナ、ミャンマー、シ
リア……世界は不安に覆われ、民の命が理
不尽に奪われ続けているいまだからこそ、
この映画を届けたい。

【申込み・問い合わせ】
労働者協同組合ワーカーズコープセンター
事業団小平 JAM きっず事業所 担当 宇藤

℡042-312-1650
popcorn@roukyou.gr.jp

＊市が備蓄している防災備蓄品等の展
示

＊小平市防災マップの展示等
＊防災危機管理課のこと
＊体験してもらえるよう、避難所で使

用するマンホールトイレや医療用簡
易ベッドを展示

＊「絵で見てわかる小平市災害ボラン
ティアセンター」のパネル展示

日時：３月 15日(土)
１３：３０～１６：３０

会場：ホール 資料代：800円

2012 福島原発告訴団を設立し、東京電力
旧経営陣の責任を問い続けている武藤類子
さん（原発事故被害者団体連絡会共同代表）。

福島原発事故から 14 年、福島の被災者はい
まどうしているのか、壊れた原子炉からの
デブリ回収や汚染水の海洋放出がどうなっ

ているのかなどを、武藤さんから話してい
ただきます。
【主 催】

さよなら原発オール小平をめざす会
小平市福島県人会／小平・環境の会

【申込み・問い合わせ】
島 ℡080-5496-7675
kodaira_kankyo@jcom.zaq.ne.jp

３月15日(土) 12:00～1４:00
会 場 中 庭

小平消防署

＊被災地救護・救助活動のパネル展示

＊公民館が取り組んだ防災講座の紹介

＊3.11 以降も多くの災害が発生して
おります。
東日本大震災等の記録を収集・整理
・分析を行い、その成果をまとめ、
小平の防災に生かせるよう活動。

日 時 ３月１３日（木）
会 場 視聴覚室 14：00
参加費 無料直接会場においで下さい

『ソーラー・蓄電池賢い選び方』
お話 田中稔さん

（NPO 太陽光発電所ネットワーク）

昔は 9 月は秋だった。今年の夏は記録的な
暑さを記録。気候変動回避の解は、ずばり
再エネと省エネ。東京都の大型補助券を利
用してソーラーライフをはじめませんか。
ビデオでは、ソーラー・蓄電池の賢い選び
方を田中さんがご指南します,
【問合せ】kodaira.solar@gmail.com

＊社会問題を「危機」と捉え、教員
学生・社会人有志が集い、考え、
危機を克服すべく実践してきまし
た。2024 年元日を襲った能登半
島地震は単なる地方の悲劇ではな
く、社会全体で考えるべき危機で
した。危機を生み出した構造の根
深さと能登から学ぶべき公共性に
ついて研究会がこれまで行ってき
た支援活動を写真など織り交ぜて
報告します。

＊被災地支援(消火・救助)活動のパネル

展示と DVD 上映

＊2022 年より、小平市と小平市男
女共同参画センター“ひらく”は
内閣府の相互支援ネットに入って
います。相互支援ネットとは災害
時に地域を越えて援助し合う全国
的なネットワークです。
2024 年には、小平市地域防災計
画改訂に際し、パブリックコメン
トの募集もありました。そこで私
たちは、「ジェンダーの視点」か
ら、具体的な配慮について話し合
いました。

３月１6日(日) 13:30～16:00
会 場 ホール (入場無料）

日本を代表するオペラ団体、二期会・藤原歌
劇団のオペラ歌手とピアニストによるコンサ
ート

日 時 ３月 14日(金）
13：30～16：30

会 場 講座室２(参加費無料)

様々な報道がなされるなか、能登では何が
実際の危機として現出していたのか、支援
に携わったメンバーによる報告を行います
能登で実際に行っている座談会を再現すべ
く、コーヒーを淹れながら語り合う、茶話
会方式にする予定です。(能登への募金箱
有り)美味しいコーヒーを飲みながら、能
登について考えてみませんか？

【主催・申込先アドレス】
Learning Crisis 研究会

渉外連携担当 濱松若葉
アドレス：society@learningcrisis.net

＊1923 年関東地震(小平村の状況）

＊2011 年東北地方太平洋沖地震と

津波、その被害の状況(岩手県宮古

市・宮城県仙台市を中心に）と町

づくり。熊本地震や活断層について

＊2024 年能登半島地震

＊最近の短期長時間集中豪雨被害

それらの記録映像の映写と資料展示

＊実行委員たちが個人で所有す 3.11

や災害・防災に関する書籍を持寄り

来場者が閲覧できるコーナーを用意

今年は【子ども】に関する書籍集約

＊来場者が展示から感じたことを

共有できるメッセージボードを用意

＊3.11展12年記録のまとめ集を展示

＊段ボールベッドを展示お試し下さい

＊被災地写真展
＊福島県人会一年間の活動紹介

＊原発事故や大地震の教訓を活かし、

地域から再生可能エネルギーで暮ら

す未来を拓こう。お財布にもやさし

く、災害時の備えともなるソーラー

をあなたのお宅にも

＊新型移動式ソーラー発動機の展示・

実演。

雨水取り込み装置の展示

電動ポンプ組込み式雨水タンクの

展示・実演を予定

＊被災地救護・救助活動のパネル展示

＊災 害時 要援 護者 のこ と を知 って
下さい。

＊ いざ とい う時 に役 に 立つ ヘル プ
カードを知っていますか
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